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■TOPICS

・高齢者の雇用を考えるセミナーのご案内
・組合青年部全国講習会のご案内
・11月は「税を考える週間」です
・山口県最低賃金　１時間657円

中小企業の生き残り策！連携なくして中小企業の存在はない！
 異業種交流塾

小学５年生90人に水産業の魅力を伝える！
 キッズドリームプロジェクト

施策・お知らせ
・季節資金（年末資金）のご案内
 山口県経営金融課
・全国物価統計調査にご協力を！
 山口県統計分析課
・下請取引適正化推進月間講習会のご案内
 公正取引委員会事務総局
■会員紹介…山口県旅館生活衛生同業組合
■全国先進組合事例

■景況動向
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TOPICS

　

９
月
19
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
小
企

業
組
合
教
室
（
全
５
回
）
が
10
月
17
日
を

も
っ
て
終
了
し
た
。

　

組
合
制
度
、
組
合
会
計
、
組
合
運
営
に

つ
い
て
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
。
受
講
者

か
ら
は
、「
組
合
制
度
の
理
念
に
つ
い
て

学
ぶ
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
自

分
の
勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
。
自
分
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
同
時
に
中
央
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
た
。

第１回
（施策の変遷）
小林講師

中
小
企
業
の
生
き
残
り
策
！

連
携
な
く
し
て
中
小
企
業
の
存
在
は
な
い
！

異
業
種
交
流
塾
を
山
口
市
小
郡
で
開
催

10
月
23
日
、
山
口
市
小
郡
「
ホ
テ
ル
み

や
け
」
で
、
約
60
名
の
参
加
者
の
も
と
に

異
業
種
交
流
塾
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
講
師
と
し
て
東
成
エ
レ
ク

ト
ロ
ビ
ー
ム
㈱
の
上
野
社
長
が
「
中
小
企

業
の
生
き
残
り
策
！
〜
連
携
な
く
し
て
中

小
企
業
の
存
在
は
な
い
！
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。

　

上
野
社
長
は
、
中
小
企
業
は
内
部
の
経

営
資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
）

が
決
定
的
に
不
足
し
て
お
り
、
経
営
者
は

外
部
の
経
営
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、

中
小
企
業
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
意
欲

あ
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
確

立
さ
れ
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
か
な
り
の
数

の
支
援
策
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用

し
て
課
題
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
に

つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
山
口
大
学
地
域
共
同
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
の
堀
セ
ン
タ
ー
長
が
「
地
域

に
拓
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
し
て
！
〜
山
口

大
学
の
産
学
連
携
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
き
開
催
し
た
異
業

種
連
携
交
流
会
で
は
、
講
師
を
交
え
、
参

加
企
業
同
士
及
び
支
援
機
関
と
の
名
刺
交

換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場
内
で
は

新
し
い
交
流
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
た
。

第３回
（組合実務）
杉村講師

第２回
（労働関係法令）
瀬口講師

第４回
（理事の役割）
清水講師

第５回
（組合会計）
冨田講師

組
合・事
業
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
、短
期
間
で
修
得

中
小
企
業
組
合
教
室

上野講師
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第
59
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
10

月
25
日
、
東
京
都
墨
田
区
「
国
技
館
」
で

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
全
国
の
中
小
企
業
団
体
の

代
表
者
約
２
、６
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、

中
小
企
業
が
直
面
す
る
11
項
目
の
重
要
課

題
に
つ
い
て
の
決
議
案
が
上
程
さ
れ
、
こ

れ
に
関
し
て
３
名
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ

れ
た
後
、
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
、

決
議
事
項
の
早
急
な
実
現
を
求
め
る
『
大

会
宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
を
は

じ
め
、
来
賓
祝
辞
、
政
党
代
表
あ
い
さ
つ

の
後
、
優
良
組
合
33
組
合
、
組
合
功
労
者

70
名
、
中
央
会
優
秀
専
従
者
30
名
が
表
彰

さ
れ
た
。
山
口
県
か
ら
は
、
優
良
組
合
と

　

10
月
17
日
、
山
口
市
「
新
山
口
タ
ー
ミ

ナ
ル
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度

組
合
青
年
部
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
を
開

催
し
た
。

　

下
本
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
開
会
挨
拶
の

あ
と
、
全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
の
杉

浦
会
長
よ
り
青
年
中
央
会
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
中
国
５
県
の
各
青
年
部

代
表
者
、
担
当
者
で
意
見
交
換
を
行
い
、

活
動
の
活
性
化
策
を
探
る
と
と
も
に
参
加

者
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

組
合
青
年
部
の

活
性
化
策
を
協
議

組
合
青
年
部
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会

　

10
月
19
日
、
萩
市
立
椿
東
小
学
校
の
５

年
生
を
対
象
に
次
世
代
育
成
啓
蒙
普
及
事

業
（
キ
ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
行
っ
た
。
本
事
業
は
、
業
界
で
働
く
人

と
こ
ど
も
た
ち
の
出
会
い
の
場
を
つ
く

り
、
中
小
企
業
の
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も

た
ち
に
夢
や
挑
戦
す
る
気
持
ち
の
醸
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合

の
中
澤
専
務
理
事
よ
り「
萩
市
の
水
産
業
」

を
テ
ー
マ
に
話
が
あ
っ
た
。
こ
ど
も
た
ち

は
、
様
々
な
漁
法
や
魚
の
種
類
に
つ
い
て

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

小
学
５
年
生
90
人
に

水
産
業
の
魅
力
を
伝
え
る
！

キ
ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〝
連
携
、創
造
、発
展
〞

中
小
企
業
の
発
展
な
く
し
て
我
が
国
全
体
の
成
長
な
し

◆ 

決
議
事
項 

◆

Ⅰ
． 

生
産
性
向
上
を
目
指
し
て
頑
張
る
中

小
企
業
に
対
す
る
支
援

　

１
． 

中
小
企
業
対
策
・
中
小
企
業
連
携

組
織
対
策
の
拡
充
強
化
、
組
合
制

度
の
さ
ら
な
る
改
善

　

２
． 

中
小
企
業
の
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）活
用
支
援
策
の
拡
充

　

３
． 

中
小
企
業
の
活
力
を
活
か
す
労
働
・

教
育
政
策
の
展
開

Ⅱ
．
公
正
な
競
争
環
境
の
整
備

　

１
． 

不
当
廉
売
等
へ
の
厳
正
な
対
処
と

実
効
性
の
確
保

　

２
．
下
請
取
引
の
適
正
化
の
推
進

　

３
． 

中
小
企
業
並
び
に
官
公
需
適
格
組

合
へ
の
官
公
需
発
注
の
増
大
実
現

Ⅲ
． 

持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
の
政
策
の

展
開

　

１
． 

事
業
承
継
税
制
の
確
立
な
ど
中
小

企
業
の
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の

税
制
の
拡
充

　

２
．
中
小
企
業
金
融
対
策
の
拡
充

　

３
． 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
中
小
小
売

商
業
支
援
の
強
化

　

４
． 

中
小
流
通
業
・サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対

策
の
充
実

　

５
． 

持
続
的
発
展
を
可
能
と
す
る
経
済

社
会
の
実
現
の
た
め
の
対
策

優 良 組 合： 山口県中古自動車販売
　　　　　　（商工）の木村理事長（右）
組合功労者： 山口県石材加工（協）の
　　　　　　中村理事長（左）

し
て
、
山
口
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組

合
、
組
合
功
労
者
と
し
て
山
口
県
石
材
加

工
協
同
組
合
の
中
村
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
た
。

　

な
お
、
来
年
の
全
国
大
会
開
催
地
は
宮

城
県
に
決
ま
っ
た
。
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つ
き
が
あ
る
も
の
の
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
団
体
旅
行
か
ら
個
人
・
グ
ル
ー

プ
旅
行
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
顧
客

の
ニ
ー
ズ
も
「
遊
興
歓
楽
」
か
ら
「
癒

し
・
や
す
ら
ぎ
」
へ
と
変
化
す
る
な
ど
、

旅
館
業
の
経
営
環
境
は
い
っ
そ
う
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

　

組
合
に
お
い
て
も
高
齢
化
に
よ
る
廃

業
、
大
手
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
店
の
進
出

に
よ
る
新
規
加
入
施
設
の
減
少
で
組
合

員
数
は
減
少
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
の

半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
28
年
11

月
に
任
意
の
連
合
組
織
で
あ
る
山
口
県

旅
館
組
合
連
合
会
と
し
て
発
足
。
そ
の

後
、
昭
和
35
年
６
月
29
日
、
組
合
員
の

施
設
設
備
の
改
善
向
上
並
び
に
経
営
の

健
全
化
、
合
理
化
を
図
る
た
め
組
合
員

９
９
４
名
で
「
山
口
県
旅
館
環
境
衛
生

同
業
組
合
」
を
設
立
。
平
成
13
年
に
は

「
山
口
県
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
」

に
名
称
を
変
更
し
、
本
年
で
47
年
目
を

迎
え
る
。

団
体
旅
行
か
ら
個
人
・

グ
ル
ー
プ
旅
行
に
シ
フ
ト

　

県
内
の
観
光
客
数
は
微
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
宿
泊
客
数
は
地
域
的
に
ば
ら

共
同
事
業
を
積
極
的
に
推
進

　

共
同
事
業
と
し
て
、
①
経
営
改
善
、

接
客
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
事
業
、

②
後
継
者
育
成
事
業
、
③
設
備
改
善
、

経
営
健
全
化
た
め
の
資
金
斡
旋
、
④
観

光
客
誘
致
宣
伝
事
業
、
⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作（
12
月
稼
動
）に
よ
る
組
合
加
入

施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
組
合
員
の
経
営
の

効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

組
合
の
要
と
し
て

　

事
務
局
は
湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合

に
併
設
し
て
お
り
、
伊
藤
事
務
局
長
は

平
成
15
年
５
月
に
就
任
し
今
年
で
４
年

目
を
迎
え
、
組
合
の
要
と
し
て
、
組
合

の
管
理
・
運
営
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
。

収
益
事
業
を
目
指
し
て

　

組
合
員
（
組
合
賦
課
金
）
減
少
に
よ

る
組
合
事
業
の
縮
小
に
歯
止
め
を
か
け
、

今
後
と
も
、
組
合
員
の
経
営
の
安
定
を

目
的
と
す
る
組
合
事
業
を
円
滑
に
遂
行

す
る
た
め
、
収
益
事
業
を
模
索
し
て
い

る
。
特
に
今
年
度
は
、
全
国
中
央
会
の

助
成
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
に
よ
り
宿
泊
客
の
予
約

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
手
数
料
が
徴
収

組
合
概
要

組
合
名

山
口
県
旅
館

生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
宮　

川　
　
　

力

住　
所
山
口
市
湯
田
温
泉
５

－

２

－

20

　

☎　
　
０
８
３

－

９
２
０

－

３
０
０
２

出
資
金　
２
、４
１
０
千
円

組
合
員
数

３
７
２
人

で
き
る
よ
う
な
有
益
な
シ
ス
テ
ム
に
仕

上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

中
央
会
へ
一
言

　

今
後
も
引
き
続
き
、
後
継
者
育
成
で

青
年
部
活
動
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も

に
、
異
業
種
と
の
交
流
を
含
め
情
報
収

集
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
の
で
、

引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
宿
泊
、
会
議
等
に
は
当
組
合
員
の

旅
館
を
是
非
と
も
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

会員紹介

山口県旅館生活衛生同業組合

県
内
旅
館
業
の
振
興・発
展
を
め
ざ
し
て

組合事務所

伊藤事務局長　　 　宮川理事長
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桐生刺繍商工業協同組合
http://www7.ocn.ne.jp/~s-kumiai

ポ
イ
ン
ト

　
「
刺
繍
に
情
熱
を
持
ち
、
信
頼
し

合
い
、
刺
繍
本
来
の
美
し
さ
で
心
に

感
動
を
与
え
る
よ
う
な
作
品
を
追
及

し
て
い
こ
う
」
を
合
言
葉
に
、
親
組

合
と
一
体
化
し
て
桐
生
ブ
ラ
ン
ド
の

普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

背
景
と
目
的

　

当
青
年
部
会
は
、
平
成
元
年
に
刺

繍
に
情
熱
を
燃
や
す
若
手
経
営
者
に

よ
っ
て
自
発
的
に
発
足
し
た
。
次
代

の
担
い
手
と
し
て
刺
繍
事
業
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
の
「
実
務
団
体
」

と
し
て
活
動
し
、
現
在
で
は
組
合
活

動
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

青
年
部
会
の
活
動
と
し
て
は
、
刺

繍
技
術
・
市
場
開
拓
・
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
の
「
研
修
会
の
開
催
」、
情

報
発
信
・
市
場
開
拓
の
た
め
の
「
展

示
会
の
開
催
」、21
世
紀
を
担
う
「
後

継
者
の
育
成
」、
他
組
合
と
の
「
交

流
会
へ
の
参
加
」
な
ど
が
あ
る
。
な

お
、
最
近
の
新
た
な
活
動
と
し
て
、

北
海
道
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
」
に
刺
繍
で
装
飾
し
た
お
揃
い
の

長
半
天
と
大
旗
で
参
加
し
、
観
衆
の

注
目
を
集
め
桐
生
刺
繍
の
名
を
高
め

た
。

成
果

　

こ
れ
ら
の
青
年
部
会
の
活
動
は
、

高
度
な
技
術
力
に
裏
づ
け
さ
れ
た
桐

生
刺
繍
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
最
近
、

青
年
部
会
員
の

地
道
な
Ｐ
Ｒ
活

動
が
奏
功
し
て

大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら

の
大
量
受
注
に

も
目
途
が
つ
い

た
。

会
員
相
互
の「
和
」と

刺
繍
本
来
の
美
し
さ
で「
感
動
」を
！

組
合
概
要

組
合
名　
桐
生
刺
繍
商
工
業

協
同
組
合

設　
立　
昭
和
48
年
10
月

住　
所　
群
馬
県
桐
生
市
永
楽
町

６
番
６
号

　

☎　
　
０
２
７
７

－

２
２

－

７
９
１
９

出
資
金　
１
、０
０
０
千
円

組
合
員
数

45
人

ポ
イ
ン
ト

　

青
年
部
が
「
環
境
」「
健
康
」「
温

泉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
Ｅ
Ｄ
Ｆ
」

「
温
泉
指
南
役
」「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
」

な
ど
様
々
な
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展

開
し
温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
る
。

背
景
と
目
的

　

若
手
旅
館
経
営
者
を
育
成
す
る
た

め
昭
和
46
年
に
発
足
し
た
。
青
年
部

の
段
階
で
様
々
な
活
動
を
実
施
し
、

少
々
の
失
敗
も
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、

経
験
を
積
ま
せ
て
い
る
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　
「
環
境
」「
健
康
」「
温
泉
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
以
下
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
①「
環
境
」で
は
、

旅
館
や
地
域
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を

湯
原
町
温
泉
各
旅
館
の
送
迎
用
バ
ス

な
ど
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
「
Ｅ

Ｄ
Ｆ
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
②
「
健

康
」
で
は
、「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
プ
ラ
ン
」

と
い
う
人
間
ド
ッ
ク
と
温
泉
宿
泊
を

組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
開
発
し
普

及
に
努
め
て
い
る
。
③「
温
泉
」で
は
、

温
泉
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
確
保
の
た
め
、
温
泉
の
正
し
い
知

識
を
習
得
し
、
お
客
様
に
健
康
的
で

安
全
な
入
浴
法
を
行
え
る
技
術
を
身

に
つ
け
た
人
を
「
温
泉
指
南
役
」
と

し
て
免
状
を
授
与
し
て
い
る
。

成
果

　

こ
れ
ら
青
年
部
が
取
り
組
む
事
業

は
全
国
的
に
見

て
も
ユ
ニ
ー
ク

で
先
進
的
な
も

の
が
多
く
、
マ

ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
、
視
察
者

も
多
い
。

温
泉
街
を
活
性
化
す
る

青
年
部
の
ホ
ッ
ト
な
活
動

組
合
概
要

組
合
名　
湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

設　
立　
昭
和
31
年
７
月

住　
所
岡
山
県
真
庭
市
湯
原
温
泉

１
５
６

-

１
６

　

☎　
　
０
８
６
７

－

６
２

－

３
０
２
４

出
資
金　
６
、９
９
４
千
円

組
合
員
数

27
人

全国先進組合事例（青年部）

湯原町旅館協同組合
http://www.yubara.com
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新設組合の紹介

　

山
口
県
は
山
林
の
竹
の
占
め
る
割
合
が

多
く
、
ま
た
竹
は
繁
殖
・
再
生
力
に
優
れ

て
い
る
た
め
、
多
量
の
竹
廃
材
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
当
組
合
は
、
こ
の
未
利
用
資

源
の
食
用
・
燃
料
用
等
へ
の
有
効
活
用
法

を
研
究
開
発
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

貢
献
致
し
ま
す
。

設　
　
立　
平
成
19
年
９
月
６
日

住　
　
所　

 

宇
部
市
大
字
小
野

　
　
　
　
　

４
４
３
７
番
地

出
資
金　
25
万
円

組
合
員
数　
５
人

資
格
業
種

　

 

飲
料
・た
ば
こ・
飼
料
製
造
業
、食
料
品

製
造
業
、木
材
・
木
製
品
製
造
業

竹
パ
ウ
ダ
ー

利
活
用
協
同
組
合

飯森　浩一　理事長

　

廃
棄
物
の
減
量
化
と
適
正
処
理
を
目
的

と
し
て
、
業
者
同
士
の
情
報
交
換
の
必
要

性
や
経
済
的
地
位
の
向
上
、
行
政
に
対
す

る
窓
口
の
必
要
性
を
感
じ
設
立
し
ま
し

た
。
排
出
事
業
者
へ
の
啓
蒙
活
動
や
共
同

受
注
事
業
を
通
し
て
、
循
環
型
社
会
の
実

現
に
向
け
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。設　

　
立　
平
成
19
年
５
月
14
日

住　
　
所　

 

山
口
市
下
小
鯖

３
４
７
番
地
２

出
資
金　
80
万
円

組
合
員
数　
16
人

資
格
業
種

　

一
般
廃
棄
物
処
理
業

山
口
市
一
般
廃
棄
物

協
同
組
合

前田　恵一　理事長

　

現
在
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
を
は
じ

め
、
地
域
社
会
で
も
様
々
な
環
境
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
業
に
お
い
て
、
資
源
ご
み

の
有
効
利
用
・
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
等
に
つ

い
て
共
同
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
地

域
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

し
ま
し
た
。

設　
　
立　
平
成
19
年
８
月
９
日

住　
　
所　
山
陽
小
野
田
市
大
字

津
布
田
字
帯
田
１
２
５
７
番
地

出
資
金　
２
０
０
万
円

組
合
員
数　
４
人

資
格
業
種

　

 

産
業
廃
棄
物
処
理
業
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業

山
陽
小
野
田

環
境
事
業
協
同
組
合

草田　和枝　理事長

　

あ
お
ぞ
ら
協
同
組
合
は
秋
の
空
の
様

に
、
高
い
透
明
性
で
皆
様
に
分
か
り
易
く

加
盟
各
社
の
事
業
発
展
と
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

設　
　
立　
平
成
19
年
９
月
26
日

住　
　
所　

 

防
府
市
大
字
田
島

　
　
　
　
　

１
３
７
３
番
地
の
１

出
資
金　
30
万
円

組
合
員
数　
６
人

資
格
業
種

　

 

職
別
工
事
業
、
食
料
品
製
造
業
、
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
、
建
築
材
料
、
鉱
物
・
金
属

材
料
等
卸
売
業
、
自
動
車
整
備
業

あ
お
ぞ
ら
協
同
組
合

山崎　秀樹　理事長



7 山口県の中小企業

　

シ
ー
モ
ー
ル
し
も
の
せ
き
専
門
店
街

（
シ
ー
モ
ー
ル
し
も
の
せ
き
協
同
組
合
、

組
合
員
数
１
２
１
人
）
は
、
30
周
年
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
る
。

　

新
規
店
舗
を
含
め
た
専
門
店
街
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
店
に
よ
る
ト
レ
ン
ド
の
紹
介
や
フ

ロ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
10
月
21

日
、２
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
開
か
れ
、

買
い
物
客
等
の
注
目
を
浴
び
、
大
勢
の
人

で
賑
わ
っ
た
。

　

近
く
に
は
海
響
館
や
唐
戸
市
場
等
も
あ

り
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
シ
ー
モ
ー
ル
へ
行

か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

組合等ニュース

　

山
口
県
菓
子
工
業
組
合
は
、
来
年
４
月

に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開
か
れ
る
第
25
回
全

国
菓
子
大
博
覧
会
・
兵
庫
「
姫
路
菓
子
博

２
０
０
８
」
に
向
け
た
県
内
の
一
次
審
査

が
10
月
18
日
、
宇
部
市
の
菓
子
組
合
事
務

所
で
開
か
れ
た
。

　

出
品
さ
れ
た
の
は
県
内
銘
菓
98
点
で
、

風
味
や
芳
香
、
品
格
な
ど
が
審
査
さ
れ
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
菓
子
は
菓
子
博
で

さ
ら
に
審
査
さ
れ
、
各
賞
が
決
定
す
る
。

　

菓
子
博
は
、
菓
子
業
界
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
し
て
４
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
大
会

で
、
姫
路
城
周
辺
で
全
国
各
地
の
銘
菓
が

紹
介
さ
れ
る
。

　

徳
山
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
（
内
山

義
久
理
事
長
、
組
合
員
数
18
人
）
は
、
10

月
15
日
、
周
南
市
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

徳
山
」
で
、
岩
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組

合
と
合
同
で
接
客
サ
ー
ビ
ス
＆
マ
ナ
ー
研

修
会
を
開
い
た
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
優
良
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
認
定
制
度
（
マ
ス
タ
ー
ズ
制

度
）
を
実
施
し
て
お
り
、
接
客
マ
ナ
ー
や

安
全
運
転
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
は
も
ち
ろ

ん
、
地
理
に
詳
し
く
、
安
全
迅
速
に
お
客

様
を
目
的
地
に
お
届
け
し
、何
よ
り
安
全
・

親
切
・
丁
寧
な
運
転
を
モ
ッ
ト
ー
に
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

〝
や
さ
し
さ
と
安
心
を
乗
せ
て

走
り
ま
す
〞を
合
言
葉
に

　

防
府
酒
販
協
同
組
合
は
、
９
月
６
日
、

山
口
県
産
米
「
西
都
の
雫
」
を
１
０
０
％

使
用
の
吟
醸
酒
〝
周
防
郷
乃
香
〞
新
酒
を

発
表
し
た
。

　

若
い
女
性
に
も
好
ま
れ
る
よ
う
な
お

シ
ャ
レ
な
お
酒
で
、防
府
の
〝
天
神
は
も
〞

な
ど
瀬
戸
内
の
海
・
山
の
産
物
を
使
っ
た

和
風
料
理
に
合
う
、
や
や
辛
口
の
食
前
・

食
中
酒
と
し
て
、
瑠
璃
色
の
瓶
７
２
０
㎖

（
１
、５
７
５
円
）
他
２
種
を
揃
え
た
。

　

松
島
理
事
長
は
、「
念
願
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
酒
が
出
来
上
が
り
、
全
国
に

向
け
て
発
信
で
き
れ
ば
こ
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
は
な
い
。」
と
語
り
、
試
飲
会
で
は

口
に
拡
が
る
芳
香
に
驚
き
の
声
が
あ
が
っ

た
。

「
周す
お
う
さ
と
の
か
お
り

防
郷
乃
香
」を発

表
！

県
内
銘
菓
が
ず
ら
り

姫
路
菓
子
博
へ一
次
審
査

30
年
目
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

フ
ロ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
２
０
０
７
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２
０
０
７
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
③

事
業
円
滑
化
資
金

Q　
老
朽
化
し
た
機
械
設
備
を
新
し
く
し

た
い
の
で
す
が
、
何
か
よ
い
融
資
制
度

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A　
工
場
・
店
舗
・
社
屋
・
機
械
等
設
備

全
般
の
新
設
、
増
設
、
移
転
等
を
行
お

う
と
す
る
中
小
企
業
者
等
を
対
象
と
し

て
事
業
円
滑
化
資
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

要　
件

　

工
場
・
店
舗
・
社
屋
・
機
械
等
設
備
全

般
の
新
設
、
増
設
、
移
転
等
を
行
お
う
と

す
る
中
小
企
業
者
等

融
資
利
率

　

５
年
以
内　
　
　
　

年
２
・３
％

　

５
年
超
10
年
以
内　

年
２
・５
％

10
年
超　
　
　
　
　

年
２
・６
％

保
証
料
率　
年
０
・
40
％
〜
１
・
76
％

融
資
限
度
額

　

２
億
円
（
運
転
資
金
は
５
、０
０
０
万

円
を
限
度
）

融
資
期
間

　

運
転
：
５
年
（
う
ち
据
置
１
年
）
以
内

　

設
備
：
15
年
（
う
ち
据
置
２
年
）
以
内

■
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

・
山
口
県
経
営
金
融
課

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

３
１
８
８

・
山
口
県
信
用
保
証
協
会

☎
０
８
３

－

９
２
１

－

３
０
９
０

・
取
扱
金
融
機
関

⑵
融
資
限
度
額
：

　

ア　

会
社
及
び
個
人　

８
０
０
万
円

　

な
お
、
融
資
対
象
者
が
不
況
業

種
に
属
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
場

合
、
又
は
輸
出
関
連
中
小
企
業
者

で
あ
る
場
合
は
、
１
、０
０
０
万
円

　

イ　

組
合　
　
　

４
、８
０
０
万
円

　

な
お
、
転
貸
の
場
合
は
、
４
、

８
０
０
万
円
又
は
８
０
０
万
円
に

組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額

⑶
融
資
利
率
：
年
２
・
１
％

　
〔
責
任
共
有
制
度
対
象
外
の
場
合
は

年
１
・９
％
〕

　
（
保
証
無
の
場
合
は
年
２
・
２
％
）

⑷
保
証
料
率
：

　
　

責
任
共
有
制
度
対
象

　
　
　

年
０
・３
４
％
〜
１
・
４
５
％

　
　

責
任
共
有
制
度
対
象
外

　
　
　

年
０
・
４
０
％
〜
１
・７
６
％

　
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
に
該

当
す
る
場
合
は
年
０
・６
５
％
）

⑸
償
還
期
間
：
５
ヵ
月
以
内

⑹
償
還
方
法
：
原
則
と
し
て
一
括
償
還

　
季
節
資
金（
年
末
資
金
）の
ご
案
内

山
口
県
経
営
金
融
課

１　
目　
　
的

　

年
末
の
資
金
需
要
期
に
際
し
、
県
内

小
規
模
企
業
者
等
の
必
要
と
す
る
資
金

の
融
通
を
円
滑
に
し
て
経
営
の
安
定
を

図
る
。

２　
融
資
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
小
規
模

企
業
者
及
び
組
合

　

な
お
、
小
規
模
企
業
者
を
除
く
中
小

企
業
者
に
あ
っ
て
も
、
山
口
県
信
用
保

証
協
会
の
保
証
を
付
し
、
当
該
資
金
の

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
年
末
の
増
加
仕
入
資
金
を
必
要
と
す

る
も
の

⑵
年
末
の
諸
決
済
資
金
（
支
払
手
形
、

買
掛
金
又
は
未
払
金
の
決
済
資
金
）

を
必
要
と
す
る
も
の

⑶
年
末
ボ
ー
ナ
ス
支
給
資
金
を
必
要
と

す
る
も
の

３　
融
資
枠

65
億
円

４　
融
資
条
件

⑴
資
金
使
途
：
運
転
資
金

⑺
保
証
人
及
び
担
保
：
保
証
付
の
場
合

は
、
原
則
と
し
て
法
人
の
代
表
者
以

外
は
不
要
。
保
証
無
の
場
合
は
、
指

定
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

５　
取
扱
金
融
機
関

６　
申
込
先

•
右
記
の
取
扱
金
融
機
関

７　
融
資
取
扱
期
間

平
成
19
年
11
月
１
日
㈭
か
ら

平
成
19
年
12
月
28
日
㈮
ま
で

◆
銀　
　

行
◆

山
口
銀
行
、
広
島
銀
行
、
福
岡
銀
行
、

親
和
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
伊

予
銀
行
、
十
八
銀
行
、
西
京
銀
行
、
も

み
じ
銀
行

◆
信
用
金
庫
◆

岩
国
信
用
金
庫
、
東
山
口
信
用
金
庫
、

防
府
信
用
金
庫
、
山
口
信
用
金
庫
、

西
中
国
信
用
金
庫
、
萩
信
用
金
庫

◆
信
用
組
合
◆

山
口
県
信
用
組
合
、朝
銀
西
信
用
組
合
、

信
用
組
合
広
島
商
銀

◆
商
工
組
合
中
央
金
庫
◆

下
関
支
店
、
徳
山
支
店

施　　策
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お知らせ

平成19年度　税制改正⑤

特殊支配同族会社の役員給与の損金算入制限措置の見直し
　平成18年度税制改正において、個人で事業を行っている者の節税目的の法人設立を抑制する
観点から、実質一人会社（特殊支配同族会社）の役員給与について、損金算入制限措置が導入
された。中小零細企業への配慮から適用除外措置も設けられたが、中小企業の活性化の観点から、
適用除外基準を大幅に引き上げ、従前の２倍の1,600万円にする等の見直しを行う。

《対象法人》 
同族関係者（同一内容の議決権行使に同意している
者を含む）１グループで株式等90%以上を保有、かつ、
常務に従事する役員のうち同族関係者が過半数
《損金算入制限措置》
オーナー役員（業務主宰役員）給与につき、個人段階で利
用可能な給与所得控除相当分だけ法人段階で損金不算入

ポイ
ント

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
！

　

本
年
11
月
に
「
平
成
19
年
全
国
物
価
統

計
調
査
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

物
価
政
策
を
始
め
各
種
の
行
政
施
策
を
立

案
す
る
際
の
重
要
な
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
の
内
容
は
、
消
費
者
が

購
入
す
る
主
な
商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー

ビ
ス
料
金
な
ど
で
す
。

　

全
国
で
約
17
万
の
店
舗
と
事
業
所
等
が

対
象
と
さ
れ
、
県
内
で
は
、
約
２
、５
０
０

店
舗
・
事
業
所
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
11
月

上
旬
か
ら
調
査
員
が
各
店
舗
及
び
事
業
所

を
訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
山
口
県
統
計
分
析
課

　
　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－
２
６
６
０

・
各
市
町
の
担
当
課

下
請
取
引
適
正
化

推
進
月
間
講
習
会
の
ご
案
内

　

公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
で

は
、
適
正
な
下
請
取
引
の
推
進
を
図
る
た

め
、
毎
年
11
月
を
「
下
請
取
引
適
正
化
推

進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
下
請
取
引

の
ル
ー
ル
は
、「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
」
や
「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
下
請
取
引
適
正
化
推

進
月
間
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
趣

旨
、
内
容
等
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、

下
請
取
引
適
正
化
推
進
の
た
め
の
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

日　
時　
平
成
19
年
11
月
14
日
㈬

13
：
30
〜
16
：
30

場　
所　
翠
山
荘　

カ
ト
レ
ア

　
　
　
　
　
（
山
口
市
湯
田
温
泉

３

－

１

－

１
）

　
　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

３
８
３
８

参
加
費　
無　

料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

　

中
国
支
所
取
引
課

　
　

☎
０
８
２

－

２
２
８

－

１
５
０
１

改正の概要

「業務主宰役員」「常務に従事する役員」の定義、
持株等による判定における「同一内容の議決権行使
に同意している者」について国税庁通達等で明確化

《適用除外》 
①基準所得
　（課税所得＋オーナー役員給与）800万円以下

② 基準所得（課税所得＋オーナー役員給与）
が3,000万円以下、かつ、オーナー役員給与
が基準所得の½以下

①基準所得
　（課税所得＋オーナー役員給与）
　1,600万円以下（平成19年度から）

そ
の
価
格
、十
分
話
し
合
っ
て
ま
す
か

｜ 
な
く
そ
う
買
い
た
た
き
、

進
め
よ
う
下
請
取
引
適
正
化 

｜
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景況動向

食
料
品

○
い
つ
ま
で
も
暑
さ
が
続
い
て
い
る
た
め

か
、
今
一
つ
乗
れ
な
い
何
か
が
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
敬
老
の
日
前
後
か
ら

朝
夕
の
秋
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、
僅
か

な
が
ら
商
品
が
回
転
し
始
め
た
が
、
日

数
が
少
な
く
、
全
体
に
は
前
年
と
同
じ

に
動
い
た
。

（
菓
子
製
造
業
）

○
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
不
漁
な
ど
、
鮮
魚
・

活
魚
の
入
荷
は
順
調
と
は
言
え
な
い
が
、

入
館
者
数
が
大
幅
増
加
し
、
売
上
高
を

押
し
上
げ
て
い
る
。（
食
料
品
製
造
業
）

木
材
・
木
製
品

○
木
材
需
要
は
低
迷
の
ま
ま
で
あ
り
、
好

転
の
気
配
は
な
い
。

 
 

（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

繊
維
・
同
製
品

○
コ
ス
ト
、
納
期
が
益
々
厳
し
く
な
る
と

思
わ
れ
る
。

（
繊
維
製
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
半
導
体
生
産
に
お
い
て
変
化
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、設
備
投
資
は
一
段
落
し
、

一
服
感
は
あ
る
。
自
動
車
は
じ
め
そ
の

他
の
機
械
設
備
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
団
地
内
工
場
の
稼
働
状
況
は
、
引

き
続
き
順
調
。

○
９
月
度
は
自
動
車
増
加
。
電
子
部
品
は

若
干
低
下
気
味
。

 
 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
車
輌
輸
送
機
部
門
は
依
然
と
し
て
、
作

業
量
に
恵
ま
れ
、
消
化
対
策
に
追
わ
れ

て
い
る
。
当
分
人
手
不
足
状
態
が
続
く

見
込
み
で
あ
る
。
精
密
組
立
部
門
は
、

こ
こ
に
来
て
一
時
の
勢
い
が
な
く
な
り
、

暗
雲
が
立
ち
こ
め
き
た
。
当
分
、
ガ
マ

ン
の
時
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。

 
 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
先
行
き
不
安
に
て
、
官
公
庁
の
工
事
と

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
工
事
が
特
に
減
少

月次景況調査結果
平成18年９月期

全国 
山口 

－80 

－70 

－60 

－50 

－40 

－30 

－20 

－10 

0 

㈪ H18.10 11 12 H19.1 2 3 4 5 6 7 8 9

（DI） 

－35.0

－36.2

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 2

木 材・ 木 製 品 1

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 1

鉄 鋼 ・ 金 属 3

一 般 機 器 4

輸 送 機 器 5

そ の 他 の 製 造 業 1

非
製
造
業

卸 売 業 3

小 売 業 1

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 1

建 設 業 2

運 輸 業 1

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
60
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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し
、
こ
れ
を
主
力
に
し
て
い
た
業
者
は

売
上
が
大
幅
減
少
。

　
　

一
般
住
宅
の
補
修
工
事
中
心
の
店
は
、

好
天
に
て
昨
年
並
み
か
僅
か
に
増
加
し

て
い
る
店
も
あ
る
。
増
加
し
て
い
る
店

は
、
高
級
品
や
特
殊
畳
を
製
作
し
て
い

る
店
が
好
調
の
様
子
。 

（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
現
在
の
原
油
価
格
（
燃
料
費
の
高
騰
）

に
よ
り
配
送
コ
ス
ト
が
上
昇
。
仕
入
価

格
も
や
や
高
値
傾
向
に
て
収
益
を
圧
迫

し
て
い
る
。
経
営
は
厳
し
く
景
気
回
復

に
至
ら
ず
。 

（
周
南
市
）

小
売
業

○
昨
年
９
月
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
売

上
が
大
幅
に
減
少
。
今
年
は
そ
の
分
も

含
め
、前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

化
粧
品
、
美
容
部
門
が
前
年
比
で
伸
び

て
い
る
。 

（
山
口
市
）

○
８
月
下
旬
よ
り
30
周
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
を
開
始
。
９
月
中
旬
現
在
、
１

割
程
度
が
改
装
の
た
め
休
業
と
な
っ
て

い
る
。 

（
下
関
市
）

商
店
街

○
平
成
20
年
１
月
末
〜
２
月
（
予
定
）
で
、

業
務
ス
ー
パ
ー
を
誘
致
決
定
し
た
。

 
 

（
萩
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
上
期
最
終
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中

間
検
収
完
了
な
ど
が
あ
り
、
前
年
同
月

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
開
発
案
件
の
価
格
下
落
が
続

い
て
お
り
、
収
益
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
工
数
削
減
な
ど
苦
心
し
て
い
る
。

 
 

（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）

建
設
業

○
公
共
事
業
の
発
注
は
、
継
続
し
て
減
少

し
て
お
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
増
加

し
て
い
る
。
管
内
の
数
社
に
廃
業
の
動

き
あ
り
。
県
の
入
札
制
度
の
改
正
の
中
、

一
般
競
争
入
札
の
増
加
に
伴
う
事
務
量

が
増
加
し
て
い
る
。 

（
柳
井
市
）

○
10
ヶ
月
ぶ
り
に
売
上
高
が
増
加
と
な
っ

て
い
る
。 

（
周
南
市
）

運
輸
業

○
９
月
燃
料
単
価
は
一
服
の
様
子
だ
が
、

来
月
か
ら
再
燃
の
見
通
し
だ
。
荷
量
的

に
は
昨
年
並
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

や
は
り
、
燃
料
の
高
騰
は
如
何
と
も
し

難
い
。
先
月
、
荷
主
に
文
書
に
よ
る
値

上
げ
の
正
式
お
願
い
を
し
た
が
、
未
だ

に
返
事
は
無
い
。

　
　

燃
料
の
高
騰
、
規
制
緩
和
に
よ
る
過

当
競
争
の
ツ
ケ
は
中
小
企
業
者
に
重
く

の
し
か
か
る
。 

（
防
府
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
手
企
業
の
販
売
網
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
等
に
よ
る
直
販
の
体
制
に

よ
り
、
大
手
企
業
と
中
小
企
業
の
格
差

は
以
前
よ
り
も
拡
が
り
、
中
小
卸
売
業

は
大
変
な
圧
迫
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
お
い
て
も
、「
売
手
に
よ
し
・

買
手
に
よ
し
・
世
間
に
よ
し
」
の〝
三

方
よ
し
〞の
近
江
の
商
法
が
生
き
残
る

道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

体
力
と
健
康
維
持
の
た
め
に
月
に
２

回
程
度
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。
季
節

に
は
大
島
ま
で
釣
り
を
し
に
出
か
け
ま
す
。

中
央
会
に
望
む
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

業
種
に
限
ら
ず
、
山
口
県
の
経
済
状

況
・
問
題
を
身
近
に
解
か
り
易
く
話
し

て
い
た
だ
き
た
い
。「
今
、
山
口
県
は

こ
う
で
す
よ
」
の
お
話
が
県
内
・
市
内

に
取
引
先
を
持
つ
企
業
に
は
大
変
役
に

立
ち
ま
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

中
小
企
業
は
「
一
心
一
体
」。
企
業

も
人
材
が
あ
り
、
行
動
力
が
な
け
れ
ば

維
持
さ
れ
な
い
。
組
合
も
同
じ
。
石
油

等
の
高
騰
に
よ
り
経
費
が
か
か
る
時
代

に
な
っ
た
が
、
共
同
事
業
を
見
直
し
、

各
企
業
か
ら
の
負
担
金
等
も
極
力
減
ら

し
、
協
力
し
な
が
ら
前
向
き
に
活
動
し

て
い
き
た
い
。

山野連絡員
（防府卸団地協同組合　理事長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！

防府卸団地会館
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産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 290,085 228,850 19.8 153.1 141.7 11.4 443,009 23.2 1.10 1.78

建 設 業 385,453 268,077 19.4 158.6 147.5 11.1 36,368 4.1 0.36 0.91

製 造 業 359,321 245,909 19.7 162.4 145.9 16.5 99,944 15.2 0.89 0.80

電気・ガス・熱供給・水道業 383,939 350,439 18.3 151.1 143.3 7.8 2,528 1.1 0.00 0.00

情 報 通 信 業 262,102 231,906 20.0 148.5 140.5 8.0 4,340 31.9 1.70 4.89

運 輸 業 322,679 194,635 21.0 188.6 152.1 36.5 30,788 15.8 1.42 1.51

卸 売 ・ 小 売 業 230,856 198,809 21.2 150.8 142.3 8.5 84,087 33.9 1.62 2.34

金 融 ・ 保 険 業 330,684 309,413 20.0 160.1 152.6 7.5 10,543 7.7 0.67 0.34

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成19年８月－山口県統計分析課

〔豊富な経験を持つ企業等のＯＢからアドバイスを受けたい〕

施策シリーズ⑥

企業等のＯＢ人材を活用した中小・ベンチャー企業支援

あなたの会社に最適なＯＢ人材がみつかります！あなたもＯＢ人材に登録できます！

対象となる方
　経営戦略の見直しや新事業展開、海外進出、ＩＴ活用、生産効率化、
品質管理等の経営課題を抱えている中小・ベンチャー企業の方
ＯＢ人材とは？
　大企業や中堅企業、公的研究機関等での豊富な実務経験やノウハウ
を有し、高い志を持って中小企業の支援をしようとする方

支 援 内 容
　本事業は、様々な経営課題を抱えている中小・ベンチャー企業と、退
職後も自らの知識・経験・ノウハウを活かしたいという意欲を持つ企業
等ＯＢ人材とのマッチングを支援します。

中小企業の方
　内部人材だけでは解決が困難な経営課題等がありましたら、本事業
をご活用下さい。経験豊富な企業等のＯＢ人材が直接企業を訪問し、
課題解決をお手伝いします。

企業等のＯＢの方
　企業等を退職された一般の方々にデータベースにご登録頂き、中小
企業の求めに応じて、支援人材となって中小企業に出向いて頂きます。

■お問い合わせ ・日本商工会議所　中小企業振興部　　☎03-3283-7846
　　　　　　　　　　　・各地の事業実施商工会議所

Ｏ
Ｂ
人
材

協
議
会

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

中
小
企
業
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　我が国は今、少子化が進むとともに本格的な高齢社
会を迎えようとしております。こうした中で、企業が
活力を持って事業を展開していくためには、これらの高齢
労働力をいかに活用するかが大きな課題となってきます。
　そこで、本会では、高齢者の雇用機会の確保、充実、
活用等について、下記セミナーを開催します。多数ご
参加下さるようご案内申し上げます。

高齢者の雇用を考える
セミナーのご案内

日　時　平成19年11月12日㈪　13：10～14：40
場　所　ホテルみやけ４階 竜宮の間

（山口市小郡新山口駅新幹線口）
テーマ　13：10～13：55　「年金制度の課題と展望」
　　　　桑原社会保険労務士事務所所長
 社会保険労務士　桑原　　望 氏
　　　　14：00～14：40　「雇用政策の現状と高齢者活用」
　　　　藤井社会保険労務士事務所所長
 社会保険労務士　藤井　悌一 氏
申込み・お問い合わせ
　　　　山口県中央会　総務課（担当：寺山）
　　　　　☎083-922-2606
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平成19年度
組合青年部全国講習会のご案内

日　時　平成19年11月21日㈬　13：30～20：00
場　所　春帆楼　鳳凰の間（下関市阿弥陀寺町４-２)
日　程
　13：30～13：40　開会挨拶
　13：40～14：40　地域活性化と新たな事業への取り組み
　　㈲佐賀ダンボール商会　取締役副社長　石川　慶蔵　氏
　14：50～15：50　挑戦する製造業のために
　　㈱エヌシーネットワーク　代表取締役　内原　康雄　氏
　16：00～17：15　活動事例発表＆パネルディスカッション
　18：00～20：00　懇親会（参加費 １万円）
詳細は、中央会青年部HPの「News & Pickup Voice」
をご覧下さい。　 http://www.axis.or.jp/~seinenbu/
申込み・お問い合わせ
　　　　山口県中央会　企画課（担当：小倉）
　　　　　☎083-922-2606
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　11月11日から17日は「税を考える週間」です。
　税の意義や役割を認識し、税の在り方について考えて
みましょう。
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http://www.axis.or.jp/
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　名田島産の大豆

（サチユタカ）を

100%使用したバ

リエーション豊か

な豆腐料理や地元

産の野菜等を使っ

た地産・地消の

色々な料理を製

造・提供・販売し

ているレストラン

ひまわりのみなさ

ん。

　組合のＰＲをお

願いしたところ、「地産・地消を推進し、豆腐御膳やひまわ

り定食はヘルシーで好評です。毎月12日（豆腐の日）は豆腐

バイキングを行っていますので、ぜひ一度お寄り下さい。」

と笑顔で応えてくれました。   （表紙写真）

企業組合農村レストランひまわり
　末本富美子さん　山下仁子さん
吉田照子さん　山下冨子さん　　

2007
11.1


